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経済学講義ノート
山　田徳彦
はじめに
　日本の経済情勢が劇的に変化している中で、「市場メカニズム」の理解あ
るいは「経済学の考え方」を理解するのは、今日きわめて重要なことだと思
われる。現在は、これまでの世の中とは大きくかわる、まさにターニングポ
イントであるかもしれないからだ。人は「経済」と離れて現在の生活を送り、
将来の生活を思い描くことはできない。それゆえ、経済学を学ぶことは誰に
とっても有益なことであるが、高度に精緻化された論理からなる体系を理解
することは、仮に入門用テキストであってもやっかいなことである。
　本稿は、白鴎大学女子短期大学部幼児教育科H部で経済学の講義を担当す
るに当たり、上記のような認識に立って準備した講義案の前半部分である。
経済学の厳密な論理性よりも、現実の事例をもとに考え方を理解してもらう
ことに主眼をおいた内容となっている。それゆえ、本来重要な位置づけを与
えられるべき種々の概念が多々欠落していることは認めざるを得ない。今年
度の講義で、どのような点を理解してもらうべきかについては、筆者が独善
的に判断したのであるが、今後このような講義内容について多くの方からの
ご指導とご批判を仰ぎたい。
1．lntroduction一日本の状態はかなり深刻です
く実は深刻な状態にある日本経済＞
　現在の日本経済の状況は、戦後最もまずい状態にあったとされる石油危機
後の当時（1973年）よりも、さらに深刻な状態にある。例えば、企業の倒産
一99一
山田徳彦
を見れば、97年、史上最高の負債額に達しているだけでなく、これまで考え
られなかったような大企業の倒産が新聞紙上をにぎわせている。特に、これ
まで「絶対につぶれない」という神話があった金融部門でも、山一証券が負
債3兆円を抱えて倒産したほか、日産生命、北海道拓殖銀行など、倒産・破
綻が相次いでいることは注目に値しよう。最近では、長銀系ノンバンクであ
る「日本リース」が2兆円の負債を抱えて倒産している。倒産にまで至らな
くとも、多くの企業は業務内容の見直し、リストラの必要性に迫られ、失業
率は4．3％という高水準に達し、さらに上昇の気配を見せている。失業率
4．3％というのは、働く意志があるにも関わらず約295万人が職につけないわ
けで、これは栃木県の人口約200万人よりもはるかに多い（平成8年10月の
茨城県の人口約297万人に匹敵する）。つまり、赤ん坊から高齢者まですべて
の栃木県民の約1。5倍の人が誰一人として職に就けない、というのとほぼ同
じくらいの人数である。
　深刻な状態は、もちろん個人の収入をも直撃している。残業が減ったりボー
ナスが一部カットされたりして現在の収入が大幅に減っただけでなく、多く
の企業はこれまで主流であった「年功序列賃金」制度を見直そうとしている。
つまり、以前であれば勤続年数が長くなるとともに年々収入が増えていった
が、今後はそれが期待できない。収入が増えることを念頭において、マイホー
ムを購入するため、あるいは車を買うためにローンを組むことは普通のこと
であったが、収入がわずかずつしか増えない、あるいは減ることもあるとい
う状態に変わると、長期的な「生活設計」を根本から考え直さなければなら
ない。実際、すでにこれまでの「生活設計」の破綻は、40～50歳代の個人破
産の急増にあらわれている。このことについて、もう少し細かく検討しよう。
　個人破産（個人の自己破産）は、年々増加し、97年は史上初めて7万件を
突破した（98年は10万件前後になると見られている）。ここで、自己破産と
は多重債務を返却しきれなくなった消費者が自分で破産を申し立てる方法で
あるが、破産者になると、生活に必要な最低限の財産は差し押さえられるこ
となく、債務の取り立てが停止する。ただし、会社の取締役や弁護士・公認
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会計士になれないなど、資格が制限される他、信用調査機関に最長7年間記
録が残るので、クレジットカードが使えなくなる可能性が大きい。現在の自
己破産の特徴1として、ここ3～4年で40～50歳代の自己破産者がじわじわ上
昇し、50％を占めるようになったことがあげられる。すなわち、自己破産件
数自体については90年代以降急増しているが、当初は「バブル型の贅沢破産」
＝「自分の収入を超えた贅沢な消費生活が身についてしまった若者の破産」
が圧倒的であったが、95年からの増加は、より深刻な「不況・デフレ型破産」
＝「40～50歳代の中年のサラリーマンがごく普通のサラリーマンが、経済環
境の激変により従来の生活設計が狂ってしまった結果の破産」が急増してい
る。これまで上場企業の40～50歳代のホワイトカラーは、融資するなら最良
の顧客であったが、現在では「要注意銘柄」となっている（”。
　これまで、個人にとっても、日本全体においても経済的には、「昨日より
今日、今日より明日、明日よりあさっては、もっと豊かになる」という状態
であったが、今後こうした考え方が通用しなくなるかもしれない。
　このように経済全体が暗い状況に陥った現在、多くの主婦は（現在と将来
の）生活防衛「買い控え」をしている。日経ビジネスの調査では、主婦への
「最近は特に『買い控え』をしていると思うか」の問いかけに、「そう思う」
が43．6％、「どちらともいえない」が37．7％、「そう思わない」が18．7％とい
う結果を得た（2）。全体の4割の主婦が「買い控え」をしているとすれば、小
売業をはじめ多くの業種で大きなダメージを受けることは想像に難くない（31。
　ここで日本経済の現状を簡単にまとめると、図1－1のような状況にある
のではないかと思われる。
　ポイントは、モノを買う「消費者」はモノを生産・販売する「生産者一労
働力提供者」でもある、つまり消費者＝生産者であることから、モノの生産
と消費は相互に複雑に関係しあっていることである。モノが安くなることは
普通、消費者にとって望ましいはずであるが、一方で企業がモノを安くする
ために、合理化やリストラをせざるを得ないのであれば、労働力提供者にとっ
て事態は最悪であろう。
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図1－1　日本経済の現状の概念図
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　一般物価水準の持続的な下落を伴う景気の下降、言いかえると「多くの種
類のモノの値段がどんどん下がり続ける一方で、モノが売れず景気が悪くな
る状態」をデフレーションという。
　また、物価の継続的な下落が企業収益と企業の投資の落ち込みを招き、さ
らにそれが所得の減少と消費の減退につながって、景気全体を悪化させると
いう悪循環をデフレスパイラルというが、日本経済の現状はまさにこれにあ
たるのではないだろうか。
　ところで、90年代初めにも「価格破壊」ということで、従来よりもモノの
値段が劇的に安くなったが、「価格破壊」と「デフレ」には大きな違いがあ
る。バブル崩壊後の価格破壊は、一時的にではなく、継続的に企業が生産・
販売の仕組みを改めて、モノの値段を安くする現象であった。長年続いた供
給主導の価格決定の仕組みや、メーカーと流通の取引関係における力関係が
変化し、ディスカウントストアなど流通革命の担い手が価格決定権を握り始
め、メーカー主導の高コスト型の価格体系を崩壊させたが、その結果、消費
が拡大し＝モノがたくさん売れ、生産が増えたのである（41。現在はモノの値
段が下がっているのに生産は落ち込み、消費も減少している。この点で「価
格破壊」と「デフレ」が異なると言える。ただし、価格破壊がデフレの一要
因となった可能性はあるかもしれない。
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＜経済学を学ぶ意義＞
　このような、かなり深刻な状態にある経済に対して、どのような政策的対
応がなされているのだろうか？日本では戦後、特に高度成長期に物価がどん
どん上昇していった。物価が上がり続けるとき、今日借りたお金は、10年後
の今日に比べれば微々たるものとなる。つまり将来の返済はそれほど負担で
はないので、今お金を借りてモノを買った方が得だ、ということになる。そ
れゆえ、人々はモノを消費する気分になり、企業はそれに応えようとして生
産を拡大するので、物価上昇は経済成長を進める重要な要因であったかもし
れない。このようにすべての価格の一般的な上昇をインフレーションという。
　ところが昨今の日本経済の状態は、物価が上がるのではなくて下がってい
るのである。政府は現在の不況をなんとか打破しようとしているが、モノの
値段が原則としてあがり続けているときに有効であった経済対策の延長線上
にある政策を、実行しても効果があるか否か疑わしい。現在の不況を打破す
るためには、これまでの経済政策とは異なる対応が必要なのではないだろう
か。にもかかわらず、政府の景気対策は、すでに効果に多大な疑問が寄せら
れている「手法」しかなされていない51。
　もしかしたら、現在は、これまでの経済社会と今後の経済社会が大きく変
わる転換点なのかもしれない。経済全体が右肩上がりの成長を続け、誰もが
ずっと右肩上がりの成長が続くと考えていた戦後の日本経済では、ともすれ
ば無視されがちであった「市場」の機能、及び「経済学の考え方」が、ここ
にきて急激にクローズアップされている。
　例えば、小渕内閣ができたとき、株価が下落したり、円が安くなった（言っ
てしまえば人気投票の場である「市場」は、小渕首相を評価していない）、
長銀の株価が市場ではとんでもなく安い値段になり続けており（市場は長銀
そのものを評価していないし、長銀救済の方法についても評価していない）、
政治家や大蔵省はあたふたしている。このような事例は従来日本があまり重
視しなかった「市場」が、内閣や政府施策、企業の行動にNoというサイン
を突きつけたものと考えられる。
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　結局、日本は「市場」に振り回されているが、また、これからもしばらく
振り回され続けるかもしれないが、それは、日本経済が成長し続ける中で市
場あるいは経済学の考え方をないがしろにし続けた報いであるかもしれない。
それゆえ「市場」あるいは「経済学的な考え方」（時として極めて“冷酷”
な考え方でもある）について大ざっぱにでも理解しておくことは有益であろ
う。
2．経済学とは
　前章では、日本経済という大きな（マクロ的な）視点から経済学的な考え
方を学ぶ意義を述べたが、私たちはもっと身近で、日常的に経済活動を営ん
でいる。具体的には、「毎日のように商品やサービスを購入し消費する」「学
生であればアルバイト、社会人であれば会社勤めをしたりして労働力を提供
し、収入を得る」等、モノを買ったり労働力を提供したりすることはすべて
「経済活動」である。つまり、我々の生活と経済活動とは切っても切り離せ
ない関係にある。こうした日常的になされる経済活動も、一国全体あるいは
国際間の経済情勢の分析と並んで、経済学の主要な分析テーマの1つである。
＜社会の変化と経済学の変化＞
　経済活動自体は太古の昔からなされてはいるが、その学間としての基礎が
できたのは18世紀後半のイギリスにおいてである（アダム・スミス『諸国民の
富』1776年）。この頃のイギリスは、農業を中心とした比較的のんびりした社
会から、工業を中心とする社会へと移りはじめるような状態にあった。つま
り、個々の人あるいは小さな集団がそれぞれ農作業をして生活する状態から、
多くの人々がまとまって、しかもたくさんの規則に縛られた生活をするよう
になってきたわけで、よくよく考えてみると、世の中全体がとんでもなくが
らりと変化したのだと推測される（「産業革命」）。このような変化の中で、
モノをつくり（より具体的には人々が「分業」してモノをつくり）、交換し、
消費することの意義を明らかにしたのが経済学の発端であるといえよう。
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　その後、イギリスでは、工業が急速に発展し、工場の所有者等がより多く
の儲けを得ようと、女性・子供も含めた労働者に過酷な労働を強いたただけ
でなく、貧富の差が著しく拡大していた。このような状況を目の当たりにし
て、アダム・スミスの議論とは異なる観点から検討されたのがいわゆる「マ
ルクス経済学」である（カール・マルクス、フリードリッヒ・エンゲルス
『共産党宣言』1848年）。
　アダム・スミスの流れを汲んで進められた経済学の研究（近代経済学）は、
19世紀末までには、「新古典派」に位置づけられる経済学者によって、一通
り（現在のミクロ経済学のような形に）まとめられたが、20世紀に入って新
たな動きに直面することになる。
　1929年にアメリカで大恐慌が発生し、1930年代には世界的大不況と大量失
業という最悪の経済状態に陥った。政治家・経済学者等は従来の経済学に基
づいて、この状態を何とかしようとしたが、有効な手だてが講ぜられなかっ
た。ジョン・メイナード・ケインズは、従来の経済学では限定されていた、
政府の経済介入を主張し、恐慌状態を打開する手だてを打ち出した。ケイン
ズの考え方（『雇用・利子・貨幣の一般理論』1936年）は、多くの経済学者
に影響を与え、（一国全体の経済を分析するマクロ経済学分野では）！970年
代に至るまで主流にあった。
　1970年代以降、アメリカの経済学では、ある種の「先祖返り」が見られた。
石油ショックやその他の要因から、アメリカではインフレーションと失業が
共存する「スタグフレーション」の事態が発生したが、この不況状態をケイ
ンズの考え方に基づく経済政策では克服することができなかった。
　こうした状況に対して、ケインズによって論理づけられた政府の経済介入
は、批判の対象となった。政府による経済介入のあり方を考え直し、市場を
重視しようという政策、具体的には「規制緩和」「民営化」は、その後先進
国では大きなテーマとなっており、現在に至っている。日本でもしばしば新
聞紙上をにぎわす「規制緩和」や「民営化」はこうした経済学的な考え方に
基づいている。
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＜経済学とは？＞
　この講義では、近代経済学（⇔マルクス経済学）のうち、われわれが日常
的に行っている経済活動を研究対象とする「ミクロ経済学」の考え方につい
て学習する。近代経済学は、大きく「ミクロ経済学」と「マクロ経済学」に
分けられるが、経済全体を1つの花にたとえたとき、
図2－1　ミクロとマクロ
?ー????????っ??????????? ??????????
マクロ経済学：花全体を観察しその生態を調べる
ミクロ経済学：1個1個の細胞を分子生物的に調べる
といった違いがある。ミクロ経済学は経済を構成する企業、家計といった個々
の主体の行動に焦点を当て、個人がどのように決定を行うのか、またその決
定に何が影響を与えているのかに関する問題を取り扱う。一方、マクロ経済
学では経済全体の行動、とりわけ全般的な失業率、インフレ率、経済成長率
または貿易収支のような集計された量の動きに着目し、経済全体として、ま
たは平均的に何が起きているのかを考える（61。それゆえ、経済を見る視点の
点で両者は異なっている。
　ミクロ経済学を定義すれば「希少な財や資源を競合する目的のために選択・
配分する仕方を研究する学問」となるが、もう少し具体的に考えてみよう。
多くのモノ・サービスは、程度の差はあれ希少性を持つ、つまり、相対的に
少ない、不足している状態にある。空気のように必要とする人すべてが必要
なだけ手に入れられるもの（自由財）は、ごく限られたモノであり、たいて
いのモノやサービスは必要とする人が皆、必要な量だけ手に入れることは困
難である。
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　例えば、フェラガモの靴、エルメスのバック、シャネルのスーツ、プラダ
の財布、ミンクのコート、赤いBMW…など、欲しいモノがたくさんあっ
たとする。お嬢様であるか、宝くじでもあたらなければ、普通の学生がすべ
てを手に入れることは難しいだろう。残念ながら、それだけのお金がないか
らだ。多くのモノ、お金はみんなが欲しいと思うほどの量を満たすことはで
きず、この意味で希少性が存在する。
　さて、お嬢様や、宝くじがど一んとあたった場合を除けば、普通の学生は、
お父さんが働いて得た給料からおこづかいをもらうか、アルバイトをしてお
金を手に入れるわけで、使えるお金は限りがある。衝動買いを繰り返し、限
りあるお金をパッパッと使ってしまうと＝浪費してしまうと、本当はもっと
自分にとって必要だと思われるものを購入することができなくなってしまう
だろう。衝動買いをやめ、自分が持つお金をもっとも有効に使うように、モ
ノを選択するというのは結構頭を痛める問題である。
　この頭を痛める問題は、買い物のケースに限られない。多くの若い女性は、
出かける前に何を着ていこうか鏡の前で思い悩むのではないだろうか。お気
に入りのワンピースが何着かあったとしても、残念ながら一度に2着着るこ
とはできず、1着にしぼらなければならない。おそらく多くの女性は、その
日の気分、天候、お出かけ先、洋服のローテーション等を踏まえて、どの洋
服を着るかという「選択」問題を、日々解決しているのではないだろうか
（ただし、最近では若い男性の方がこの問題に頭を痛めているかもしれない）。
　結局、すべてをあるいは2つを同時に手に入れたり、実行するのはきわめ
て困難であり、いくつかの選択肢のうち1つを選択するためには、他の何か
をあきらめなければならない。それゆえ、何を「選択」するかというのは重
要な問題である。このように考えると、与えられた制約の中で、最も望まし
いモノを選択する場合、どのような方法でそれを実現したらよいか、につい
て検討する意義が認められよう。ミクロ経済学が対象とするのはまさにこの
問題である。
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＜講義の流れ＞
　経済学は、ほかの社会を分析する学問に比べて、高度に精緻化され、論理
だった体系をもっていることから、社会科学の女王とも呼ばれている。しか
し一方で、無味乾燥で「陰欝な学問」であるとも評されている。特にミクロ
経済学では、どのテキストを見ても、日々我々が行う経済活動とはかけ離れ
た（ように見える）「理論」が示されており、中級のテキストでは「数学」
のテキストと勘違いされかねない。
　経済学で数式が多用されるのは、経済学者が「物理学」のような体系化を
目指していたからだ、とも言われる。ただ、現実に現れる様々な、かつ複雑
な事象の因果関係を特定するのは困難であり、ある事象のもっとも「本質」
にあたる部分以外は“捨象”したうえで、すっきりさせた形で（モデル化し
て）分析することの重要性も認められよう。この場合、モデルには現実の行
動とはかけ離れた面がでてくる、あるいは現実をそのまま説明する力を失わ
せてしまうかもしれないが、「考え方」そのものは、妥当なのではないか。
　このような認識に立って、本講義では、いくつかの極めて現実的なケース
を取り上げつつ、ミクロ経済学の基本的な考え方を検討する。ミクロ経済学
の核心にあるのは「市場メカニズム」あるいはアダムスミスの「神の見えざ
る手」一消費者はみな自分の満足感を最も大きくするよう行動し、一方生産
者はみな自分の利益を最も大きくするよう行動するとき、ある財の値段二価
格と生産・売買・消費される量は自動的に調整される。このようにして調整
された価格と量は、社会全体にとって望ましいものである一である。
　以下、3．でモノが売れなくて困っているはずの日本で、海外の有名ブラ
ンド品が着実に売れていることを例にとって、「消費者の行動」について考
える。4．では「企業の行動」について考えるのであるが、ここでは日産自
動車の生産システムの変更を中心に検討を進めるつもりである。（講義では
この後、「5．で市場でモノの値段と量が調整されるメカニズムとそれによ
り決められた値段と量がなぜ望ましいかについて、W杯サッカーのチケット
問題を題材に考える。」「6．で本来市場にゆだねるべき経済活動に、なぜ政
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府が介入するか一経済政策について、新しい航空会社「スカイマークエアラ
インズ」の動向を例にとって、検討する。」予定である。）
3．消費者の行動一高いブランド品が売れるのはおかしい？一
くブランド品が売れている＞
　1．で、現在の日本では「モノが売れなくなっている」「主婦は買い控え
をしている」と述べたが、実は例外もある。具体的には「高級ブランド品」
があげられよう。普通の洋服・鞄などはあまり売れなくなっているが、欧米
から日本に輸入された高級衣料品、服飾雑貨は非常に売れている。これら欧
米から輸入された高級衣料品、服飾雑貨の市場規模は、約1兆6，000億円に
達171するが、これはセブンイレブン約7，000店舗の売り上げ1兆6，090億円81に
匹敵する。つまり、極めて多くの人々が日常的に利用する“セブンイレブン”
全体の総売上と同じくらいの額を、高級ブランド品は売り切ってしまうので
ある。
　現在は1990年に続き、96年から続く2度目のピークだそうだ。90年のブー
ムでは、ブランド品と呼ばれるものは何でも売れたが、今回のブームでは、
強いブランドがより強くなっている、というのが特徴である。表3－1は消
費者によるブランドのランキング付けを示すものである。
　この表にでてくるブランド名の中には、リーバイスやナイキなど、誰でも
知っていて、かつユニクロでも売っていそうな「これもブランド？」と思え
るものもあるが、消費者に認知されているブランドの中でも、フランスやイ
タリアのいくつかのブランドは別格で、ルイ・ヴィトン、エルメス、シャネ
ル（フランス）、グッチ、フェラガモ、プラダ（イタリア）等は、「スーパー・
ブランド」と呼ばれている。
　これらのスーパー・ブランドは、実は、「モノが売れないで困っている」
はずの日本での売り上げが（世界全体で）最も大きい。例えば、ルイ・ヴィ
トンは97年に718億円を売り上げているが、これは前年比14％増の売上高で
あり、そのおかげでルイ・ヴィトンは5期連続の増収を記録するなど、スー
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表3－1　消費者によるランキング
ブラン　ド認知度 買ったことがあるブランド 欲しいと思うブランド
ブランド名 ％ ブランド名 ％ ブランド名 ％
1グッチ 98．41ベネトン 68．41 ??? フアニー 60．0
1シャネル 98．42ナイキ 67．12エルメス 52．9
3エルメス 97．43レノマ 63．23バーバリー 50．3
4ナイキ 97．14ケンゾー 61．34ナイキ 47．7
4ルイ・ヴィトン 97．15バーバリー 60．04ルイ・ヴィトン 47．7
6テイファニー 95．45リーバイス 60．06グッチ 47．1
6バーバリー 95．47ポロ・ラルフローレン 56．16、　　　　　　　　　　　、ンヤ不ル 47．1
6リーバイス 95．48　　、シヤ不ル 54．26フェラガモ 47．1
9アルマー二 95．19セリーヌ 52．39カルテイエ 45．8
10カルテイエ 94．510ルイ・ヴィトン 50．310プラダ 43．9
11ケンゾー 93．811グッチ 49．711セリーヌ 40．6
11セリーヌ 93．812カルバン・クライン 43．911リーバイス 40．6
11フェラガモ 93．813エルメス 42．613ポロ・ラルフローレン 39．4
11レノマ 93．814
???
フアニー 36．814ブルガリ 34．2
15ヴェルサーチ 92．515コムサ・デ・モード 34．815フェンデイ 32．3
15ベネトン 92．516フェンデイ 33．516カルバン・クライン 31．0
17ハンテイングワールド 87．017カルテイエ 29．717コーチ 29．7
18プラダ 86．318フェラガモ 27．18ベネトン 27．1
19ポロ・ラルフローレン 85．319ダナ・キャラン 23．219ダナ・キャラン 25．8
20フェンデイ 81．320アルマー二 22．619レノマ 25．8
パーブランドを中心に、高級ブランド品は日本で着実に売り上げを伸ばして
いる。
　スーパーブランド品を製造・販売する会社は、売上高が増えずに困ってい
る「百貨店」では「神様」扱いされている。例えば、ルイ・ヴィトンが百貨
店に出店すると、その百貨店全体の来客数と売り上げのアップに結びつく
（「ルイ・ヴィトン効果」）そうだ。実際、今年4月15日、ルイ・ヴィトンが
名古屋駅前の名鉄百貨店1階にブティック開店したところ、開店初日の売り
上げは3，000万円弱に達し（年間売上高目標：20億円）、名鉄百貨店全体の
5月の売上高は、前年同月に比べて18．6％増えた。名鉄百貨店は、ルイ・ヴィ
トンに出店してもらうために、ルイ・ヴィトンの店舗専用の入り口を設置し
たほか、グループ企業ロエベ（スペインの皮革製品ブランド）と抱き合わせ
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て出店することも認めただけでなく、この店舗に必要な4億円の投資、5年
に1度予定されている改装の費用を全額もつことになっている。また、大丸
心斎橋店では、シャネルのために、1階だった店舗を2階部分にも広げ、売
場内に1階と2階を結ぶシャネル専用のエレベータを設置している191。
　このような「至れりつくせり」して、ブランド店に出店してもらい、それ
を目玉に売り上げを伸ばそうとするのは、（最近では）高級百貨店だけでは
ない。例えば、古河にできた新しいカジュアル百貨店マイカル・サティでも、
インポートブランドショップ「ニミウス」というお店を入れている。この
「ニミウス」は、様々なブランドを扱い、サティの集客に貢献しているよう
だ。
＜誰がブランド品を購入しているのか＞
　高級ブランド品を購入し、スーパーブランドの地位を支えているのは、言
うまでもなく女性であり、20代から40代の女性で、海外有名ブランドの大半
が消費される。中でも際だっているのが、団塊ジュニアと呼ばれる20代の女
性たちで、一説によれば「1ケ月に自由に使える金額が、7万～8万円であっ
ても、6～7万円のバックを買うことを惜しまない」という人もいるそう
だ⑩。もっとも、自分では十分な収入がないはずの女子高生の問でも、かな
りのブランド品志向がある1111。彼女たちの母親の世代は、大学時代にすでに
ルイ・ヴィトンなどのブランドを体験しているといったこともあって、高い
ブランド品を使うことに抵抗がない1Zはうで、「ママに買ってもらった」「マ
マと共有する」プラダのリュックは登下校時の駅周辺でよく見かけられるだ
ろう。さらに、ある経営学の先生のお嬢さんが通う幼稚園では、フェラガモ
婦人と呼ばれる、全身フェラガモを身につけたお母さんがいるそうだが、そ
のお母さんは自分の娘（つまり幼稚園児）をもフェラガモでトータルコーディ
ネートさせているらしい。
　女子高生（あるいは幼稚園児）のようにお母さんに買ってもらうケースは
ともかくとして、自分で使えるお金が「1ケ月に7～8万円でも6万円のバッ
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クを買うことを惜しまない」という若い女性が高価なブランド品を購入する
という行動は、私個人はもちろん、多くのお父様がたも理解に苦しむのでは
ないだろうか。例えば「PRADA」のマークがついたリュック・バック・財
布等は、マークがなければ高価なブランド品だと分からないし、機能だけを
見れば、近所のスーパーでもっと安くて優れたものがあるのではないか。一
見すると、20代女性の行動は「非合理的だ」の一言で片づけられそうである。
ただし、彼女たちの購買行動は、経済学的に見ると十分理にかなっているの
である。
＜消費者の行動＞
　ここで合理的な消費者の行動を検討しよう。合理的な消費者は、予算制約
のもとで、自分の満足感を最も高めるようにモノの消費量を決定する、つま
り、財布の中身と相談して、自分が最も満足するようにモノを買うとされる。
　予算制約とは、モノを購入するのにあてることができる総額であるが、若
い女性が「1ケ月に使えるお金が7～8万でも、6～7万のバックを購入す
る」という場合、彼女たちの予算制約は7～8万円のようであるが、実はちょっ
と違う。7～8万円というのは彼女たちが自由に使える額であり、この中に
は日常的な生活にかかる食費や通勤費、家賃、光熱費等は含まれていない。
1ケ月の生活にかかる費用の大部分を差し引いて（もしかするとそのほとん
どを親に負担してもらって）、残りが7～8万円ということで、彼女たちが
消費にあてるすべての額＝予算制約は実はもっとずっと大きい。
　財・サービスの消費から得られる満足を効用（utility）というが、あるモ
ノの消費から得られる効用は順序づけすることはできても、計測することは
できない。例えば、グッチのバックとプラダのリュックを手に入れる効用ど
ちらが大きいかは決められても、それぞれの大きさを数字で表すことはでき
ない。また、個人問で効用を比較することもできない。同一の財を同じ量消
費したとしても、効用の水準は人によって異なるのであり、先に触れた
「PRADA」のリュックのありがたみは、妻子持ちの30代男性と20代独身女
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性との間では全く異なり、かつそれを比較することはできない。したがって、
高額のブランド品を購入し愛用することの効用は、ブランド品に興味を持た
ない人には計り知れないものであろう。
　さて、ある消費者が合理的な「消費行動」をとっているとき、その人の所
得（財・サービスの消費にあてられる限度）とある財の値段から、ある財の
需要関数（ある財の価格と需要する量の関係を表すもの）が導かれるが、一
定の所得のもとでは価格が需要量に最も強く影響する。つまり、財布の中身
をもっとも有効に使おうとするとき、あるモノをどれくらい買うかは、主に、
そのモノの値段によって決まる。普通は値段が安ければ安いほど、たくさん
の量を購入し、高くなれば購入を控えるといった関係がある。この関係を図
にしたものが「需要曲線」である。
　　　　　　　　　　　　図3－1　需要曲線
あるモノ
の値段
P円
需要曲線
　　　　　　　　O　　　　　q個　　　需要される量
　　　　　　例えばあるモノの値段がp円であれば、q個売れる
　ただし、ブランド品のバック・服・靴などの場合、価格一値段だけではそ
の売れ行きを説明できない。もっと安いモノがあるにも関わらず、高いモノ
が売れているからだ。それゆえ、需要に影響する要因をいくつか検討しなけ
ればならないだろう。
代替財と補完財
　あるモノとあるモノが代替関係一2つの財どちらからでも、ほぼ同じ大き
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さの効用をえる一にある場合、互いに代替財であると言われる。例えば、あ
る人がティファニーの指輪とカルティエの指輪どちらを手に入れても、全く
同じ満足感が得られるのであれば、ティファニーの指輪とカルティエの指輪
は互いに代替財である。この場合、ティファニーの指輪の値段が上がるとティ
ファニーでもカルティエでもどちらでもよいと考える消費者にとっては、ティ
ファニーの指輪よりもカルティエの指輪の方が割安に感じられ、カルティエ
の指輪の購入量が増える。
　それに対して、あるモノとあるモノが補完関係一コーヒーとクリープのよ
うに一緒に組み合わせて、セットで消費する状態一にある場合、互いに補完
財であると言われる。例えば、あるモノAとあるモノBは必ずセットで利用
しなければならないもので、Aを使うとき必ずBも使う、つまりAとBが互
いに補完財であるとき、Aの値段が上がるとAの購入量が減り、Aと一緒に
使うBの購入量も減ることになる。女性のファッションで、雑誌に紹介され
た「トータルコーディネート」が何パターンかあるとして、あるパターンの
うちの1つがあまりに高くなった場合、別のパターンに移ることがあるかも
しれない。このとき補完関係によって影響を受けるモノもでてくるだろう。
外部効果一近隣効果
　よくよく自分の行動を振り返って見ると、モノを購入するときに自らの
「真の」必要によってばかりではなく、他の人を「見倣って」あるいは他の
人と「張り合って」消費する場合もしばしばある。ある人の得る効用は、単
に自分の消費に依存するだけでなく、他の人々の消費からも影響を受けるの
であるが、このような効果は消費の外部効果あるいは近隣効果と呼ばれてい
る。このことをもう少し詳細に検討しよう。
　ダイヤモンドは、きわめて高価なものであるが、その「高いモノだ」とい
うことが、身につける人の心をくすぐる＝社会的虚栄心を満足させるからこ
そ、価値があるとされる。もしダイヤモンドが著しく豊富になり、値段が下
がりすぎれば、宝石としての機能の大半はなくなり、ただのきれいな石でし
一114一
経済学講義ノート
かなくなるかもしれない。このように、自分はこんな高価なモノをもってい
るのだと見せびらかすために、モノを購入し消費する場合に見られる効果を
「ヴィブレン効果」という。この点からすれば、ブランド品もある程度まで、
似たような性格を持つのではないだろうか。グッチやルイ・ヴィトン等の会
社はブランド管理を行っており、コーヒーカップから、車のシート、スーパー
で売っている安い紳士服にまでそのマークを付けて「ありがたみをなくした」
バレンチノのケースと対照的である。
　ただ、ヴィブレン効果の大きさについてはよく考えてみる必要がある。と
いうのは、バーゲンが開かれると若い女性が殺到すること、used　shopが多
数存在していること、偽物がたくさん出回っていることから、ブランド品
（あるいは「ナンチャッテ」ブランド品）を安く購入している人たちも多く、
さらにその事実も知られているはずで、ダイヤモンドほどの「高いモノを見
せびらかす」効果はないのかもしれない。
　ところで、人に見せびらかすつもりがなくても、例えば周囲の人がみな
「AirMax」をはいているとき、自分もそれに合わせなければいけないよう
な気がして、つい買ってしまうあるいは欲しくなるのではないだろうか。こ
のようにみんなが持っているモノを自分も購入したい、自分は常にみんなと
同じでありたいと考えることから生じる効果を「バンドワゴン効果」という。
グッチのバンブーバックがはやればそれに殺到し、プラダのリュックがはや
ればみんなそれを持つ、といった事例を見ると、この効果はかなり大きな意
味をもつのではないだろうか。ちなみに、パソコンでまわりの人がみなマッ
クではなくDOS／Vを使っているから、自分もそれを買った方が何かと便
利だ、というような「勝ち馬にのるケース」もこの効果に含まれている。
上級財と下級財
　所得が上昇する、つまり財布の中身が増える場合、これまでよりも多く買
うモノ（上級財）もあれば、今までより購入量を減らすモノ（下級財）もあ
る（所得があがっても、それほど需要に影響がないモノを中立財という）。
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例えば、自由に使えるお金が今までの2倍になった場合、ラルフローレン・
ポロのスーツの購入量は増えるかもしれない。その場合、これまでお金がな
かったから、本当は欲しいのにラルフローレン・ポロのスーツの購入を我慢
して、そのかわりに紳士服のアオキのスーツを着ていたとすると、やっとラ
ルフローレン・ポロのスーッが買えるようになったのでアオキのスーツを購
入するのはやめる＝購入量が減ることになる。
参考1．「贅沢品」と「必需品」　：日常生活でも「あれは贅沢品だ」とか
「必需品だから値段を下げるべきだ」というように使われているが、厳密に
は、例えば所得が10％増えたとき、購入量がそれ以上の割合で増える（例え
ば13％）ような財を贅沢品、10％ほど増えない（例えば8％）財を必需品と
いう。
参考2．エンゲル係数：所得のうち、どれだけが食費にあてられるかの比率
をエンゲル係数という。一般的に「所得が高いほど、所得に占める割合が低
くなる」（エンゲルの法則）
　このように考えると彼女たちが、ブランド品を欲しがること自体は、経済
学で考えると十分説明されうることかもしれない。彼女たちは一定の（日常
生活を親に負担してもらっている場合には特に大きな）予算制約のもとで、
自らの（お父様方には見当もつかないかもしれない）効用を最大化している
からだ。
　実際、私も、私自身は別にそのあたりのロードサイド店で安く売っている
洋服で十分満足しているが、こと子供の洋服となると、MIKI　HOUSEや
ELLEといったブランド品を購入することに全く躊躇がない。それがなぜか
と考えると、これまで説明したことがすべてあてはまっているような気がす
る（ちなみに、消費支出全体にしめる子供用品への支出額の割合を「エンジェ
ル係数」といい、大都市を中心としてこの比率がかなり高くなってきている
そうだ）。そう考えると、スーパーブランドと女性というのが目に付きすぎ
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ているだけで、どんな分野であれブランドを欲しがる、というのはごく当た
り前の心理で財布に余裕があれば皆購入しようとするものかもしれない。
　以上、ブランド品が売れている状態について考察したが、ここで理解して
ほしいのは「好み、所得、性格等が異なる多種多様な消費者が無数にいるこ
と」を念頭に置き、「普通、あるモノの値段が下がれば、社会全体としては
そのモノに対する消費量が増え、値段が上がれば消費量は減る」が、「他人
の行動や他の様々な財が、あるモノの消費に複雑に影響しあっている」とい
うことである。
　最後に、最近のモノが売れない一値段が下がってもモノが売れないという
状態は、そもそも欲しいモノがない、という状態に近いのではないか。実際、
ブランド品の他によく売れているモノですぐ思いつくのは「キャラクターグッ
ズ」である。例えば、製品そのものは昔からある永谷園のふりかけに、ポケ
モンのおまけをつける、あるいは既成の品にキティちゃんのデザインをほど
こすなど、キャラクターをうまく使った製品の売れ行きは非常に良いそうだ。
ブランド品にせよ、キャラクターグッズにせよ、ある商品の価値にプラスα
を付加する役割を果たしていると考えられるが、このようなモノしか売れな
いと言うのは、逆に言えば商品自体には、あまり大きな価値が認められなく
なっているのかもしれない。そうした意味で、今回の「モノが売れない状況」
というのは、極めて深刻であろう。
4．企業の行動一日産自動車はホントにr変わらなきゃ」7
＜日産自動車がまずい状態になっている＞
　日産自動車は、現在非常にまずい状態に立たされている。平成9年度の決
算でみると、国内の日産自動車株式会社単独では577億円の経常利益を上げ
たが、国内外の子会社・関連会社を含めた連結決算では、北米市場での失敗
（800億円の赤字）がひびいて、140億円の赤字となっている。これらの数字
により経営が悪化している状況は見て取れるが、その根本にある問題として、
残念ながらあまり人気のある車が作られていないこと、売上高が大きくても
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利益に結びつかない「高コスト体質」であることが、あげられる1’51。「高コス
ト体質」であることはさておき、あまり人気のある車が作られていないとい
うのは深刻な重要な問題である。それゆえ、このことについてもう少し丁寧
に説明しよう。
　売上高＝収入が大きいのに利益が少ないということは、車を製造するのに
費用がかかりすぎている、ということである。費用がかかりすぎる要因はい
くつかあるだろうが、その1つとして1車種あたりの生産台数が少ないこと
があげられる。たとえば、日産の車で6万台以上生産している車は、マーチ
とサニーという比較的値段の安い2車種だけである。これに対してトヨタで
はマークH、クラウンなどの高級車（値段の高い車）を含む6車種、ホンダ
ではステップワゴン、オデッセイなどやはり人気があって値段の高い車を含
む4車種にのぼる（14）。
　一般的に、ある種類の車は、生産台数が多ければ多いほど、1台あたりの
費用は低くなる。というのは、ある車を100台作る場合でも、1万台作る場
合でも、一定の機械施設を用意しなければならないからだ。機械の購入ある
いは維持にかかる費用を車に上乗せするとすれば、ある種類の車は、少数つ
くるよりも大量につくった方が、上乗せ分は少なくてすむのである。このよ
うに大量に生産することによって、製品1つあたりの費用が安くなることを
「規模の経済性」というが、日産自動車ではこの規模の経済性が生かされて
いないことになる。
　結局、トヨタやホンダでは、高い車を大量に作ることでたくさんの収入を
得る一方で、1台あたりの費用が安いので、比較的多くの「利益」が得られ
るが、日産の場合たくさん作っている車は値段が安いのであまり多くの収入
が得られず、高い車の生産量はそれほど多くないので、より多くの費用を要
し、それから得られる利益は小さい、と考えられよう。こうした問題は、日
産が人気のある車をつくれない、ということに帰着する。もし、車に人気が
あれば高い値段でも売れ、かつ大量に生産することで製造費を安く抑えるこ
とができるからだ。
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　もちろん、日産自体もこのような問題を打開すべく、より良い車の開発に
向けて様々な努力を払ってきており、キューブなどいくつかの車で成果を上
げつつあるが、注目したいのは、費用を削減するための方策である。現在、
従来では考えられないほど劇的に「車を生産する仕組み＝生産システム」を
変えようとしている。ここでは、これを例にとって企業の行動に関する「経
済学の考え方」を検討しよう。
＜日産自動車の生い立ちと「自動車市場」＞
　日産自動車の歴史をたどっていくと、明治38年にまでさかのぼる。この年、
久原房之助が久原鉱業所日立鉱山の操業を開始した。久原鉱業所はその後紆
余曲折を経て、昭和3年に「日本産業」という会社を軸とする新興財閥に発
展して行くが、日立製作所、日産生命・損保なども、この財閥に属した。昭和
8年に、日本産業は戸畑鋳物、快進社の流れを汲んで自動車の製造を開始す
るが、これが日産自動車の原点である。ちなみに、ほぼ同時期に、トヨタ（豊
田自動織機製作所）、いすず（東京自動車工業）も自動車製造を開始している1’51。
　日本で自動車を製造した会社は意外と古くからあり（「図4－1　日本の
自動車メーカー系譜図」参照）、明治40年代には快進社、東京石川島造船所、
東京瓦斯電気工業等が制作に着手している。明治末から戦前にかけては、
図4－1には記されていないが、国松自動車製作所（後に築地自動車製作所）、
宮田製作所などが細々と生産を開始した後、日本フォード自動車、日本ゼネ
ラル・モーターズが自動車製造に携わっていたとされているUU。
　戦後にも、三井精機、水島機器、明和興業、汽車製造、不二越など多数の
会社が出現した（ただし、これらの会社の中には「木炭車」を生産したケー
スも含まれる）とされている1’71。
　ところで、売り手企業が極めて多く、各企業の規模（市場に占めるシェア）
が著しく小さいとき、ある企業は価格に影響することはできない。もしある
企業がほかの企業よりも高い値段を付ければ、消費者は皆その企業からモノ
を買うのはやめて安い値段を付けた企業から購入するからだ。また、どんな
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わが国自動車産業生成図
　　　　　　　　∴圃妹敏ミート
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に値段を下げても（普通は）企業の存続が脅かされるほど低い値段を付ける
ことはできない。結局、価格は市場における需要と供給の関係で決まり、企
業はこの関係で決まる価格を前提にしてモノを生産するか否か、生産すると
すればどれくらいつくるかを決定しなければならない（プライステーカー）。
　このような規模の小さな多数の売り手が皆、様々な情報を完全に把握し、
同じような質のモノを生産し、自由に生産を開始したり停止したりできるよ
うな市場を「完全競争市場」という。自動車を細々と生産する会社は多数あっ
たが、もしどの会社の車もその機能はほとんど変わらず、各社とも車の値段
に影響を与えられなかったのであれば、終戦直後の自動車市場は完全競争市
場に近い性格を持っていたといえるかもしれない。
　終戦直後まで多数あった会社も、激しい競争の結果、生産を停止したり吸
収合併されたりして、現在まで残っている会社は11社である。11社というの
はちょっと多すぎるかもしれないが、もし企業が少数しか存在しなければ、
その市場は「寡占市場」であると言われる。実際に見られる製品・サービス
の生産は寡占市場でなされることが圧倒的に多い。寡占企業の行動は完全競
争企業の行動に比べて複雑である。ある企業が市場全体に影響を及ぼすこと
ができ、市場の参加者達は互いに相手の行動から影響を受けるからだ。
　経済学では、完全競争市場が最も望ましいものだと考えられている。競争
の中で生き残るため、企業は必死に努力し値段を安くしようとする。そのプ
ロセスで様々なムダが排除され、様々な資源が最も有効に利用されるからだ。
また、買い手にとっても値段が安くメリットが大きい。
　しかしながら、実際には完全競争というものはほとんど見られず、寡占市
場で行動する企業が圧倒的に多い。これは、①自動車産業でもあるいはほか
の産業でも多々見られるが、激しい競争の結果生き残れなくなった企業が淘
汰されてしまった、②航空やバス、携帯電話のように法制度的に数社しかサー
ビスを提供できないように規制されている、③企業のニッチ戦略一事業と事
業のスキ問をねらう戦略から、そもそも数社しか目を付けず、かつ手を出せ
ない分野があるため、等が考えられる。
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　日産自動車は、このような寡占体制の中で、「大きな地位」を保ってきた。
1970年代のシェアは30％台であり、トヨタのシェアとほんの少ししか変わら
なかった。それが徐々に落ち込み、依然として自動車製造業の中で「大きな
地位」を保ってはいるが、現在のシェアはトヨタ自動車の38．4％に対して
22．2％であり1’a、この数値以上に、トヨタの経営状況との格差は大きくなっ
てしまった。さらに今日では、ホンダにも追い抜かれつつある。
＜従来の生産方式＞
　日産自動車は（実は日産だけでなく、トヨタでも、あるいは他の製造業で
も）、従来からの生産システム、具体的には他の企業との関係を見直さざる
を得なくなっている。自動車は、極めて多数の部品から構成されており、公
正取引委員会の調査（19では、1台あたりに2万点の部品が必要であるとされ
ている。これらの部品の大部分（金額にすれば約7割〉は、自動車メーカー
が自分でつくるのではなく、自動車メーカー（＝元請会社）が株式を所有し
たり、役員を派遣したり、技術指導を行ったり、といった密接な関係を持つ
「系列」の会社につくってもらい、それを購入してきた（外注）。やはり、公
正取引委員会の調査では、自動車メーカー1社あたり平均で392社の部品メー
カーと取り引きし、1つの部品について2～5社程度の部品メーカーに発注
してきたことがわかる。
　図4－2は、日産自動車の系列にある、直系の部品製造会社の関係を示し
た物である。
　各段階で、自動車メーカーへの「協力会」が存在するが、日産の場合1次
下請け会社を中心とする「日翔会」が代表的である。また、完成車メーカー
が一時下請けを、一次下請けが二次下請けを指導育成するという業界秩序が
あり、同じ系列内にいれば同業者も仲間だったが、系列の外にいる企業が系
列内に入ることは非常に難しかった。ただし、競争が全くなかったわけでは
ない。系列外の企業がより安い価格で売る、と言ってきた場合、買い手の企
業は「他社がこういう安い値段で売ろうと言ってきているが…」と系列企業
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図4－2　日産自動車の系列（抜粋）
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に告げ、圧力をかけた。系列企業は必死にコストダウンに取り組み、その値
段まで下げて取引を継続しようとした。つまり、競争相手と直接対決するわ
けではなかったが、親会社を通じて間接的な競争にはさらされていたのであ
る。ここで取引相手が先に決まっていて、条件はあとから決まるような取引
を「相対取引」というが、系列関係ではまさにこの相対取引が行われていた
のである。これは、価格、品質、サービスなどの取引条件が先にあって、そ
れによって取引相手が決まっていく「市場取引」とは対照的である。
＜生産システムの変更＞
　このように、部品メーカーとの関係を前提にして日産自動車は生産活動を
行ってきたのであるが、先に触れたような業績の悪化と日産自動車を取り巻
く環境の様々な変化から、生産システムを抜本的に見直さざるを得なくなっ
た。キーワードは、部品の「世界最適調達」である。つまり、これまでつき
あいがあった企業との関係にとらわれずに、部品をより安く、より効率的に
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購入することにしたのである。具体的には、協力会組織「日翔会」の加入条
件が97年に見直され、従来までの系列や会社の規模に関係なく参加できるよ
うになったことがあげられる。これにより、つき合いが古いだけで実績がな
い部品メーカーは、メンバーから外され、トヨタ自動車系の大手部品メーカー
や、外国企業が参加しうるようになったが、実際、日翔会の会合では、外国
人の存在が目立ってきているそうだ。また、購買方針についても、これまで
の「1種類の部品を2社以上に発注」する方針から「量産効果が見込める部
品は（1社に）集中的に発注（することによって、部品1つ当たりの費用を
安く押さえる）」する方式に変えることとなった。
　もう1つ興味深いのは、こうした変化のプロセスで日産自動車が「接待禁
止宣言」を行ったことである。これは、商談の行方を左右するような接待は
受けないし、行わない、という宣言であるが、多数の企業の不祥事が相次い
でいる中で企業経営の姿勢が評価に値するようにも思われるだろう。ただし、
真相は「系列メーカーとはいえ、何も優遇できることはない。接待の場で泣
きつかれても困る」ということで、日産が打ち出した方向性を徹底する方策
であったのではないだろうか⑳。
　一連の生産システムの変更の結果、極端なことを言えば、トヨタ系の大手
部品会社が日産自動車の部品をすべて生産する可能性もないとは言えない。
この場合、最終的に部品を組み立てる日産自動車自体はともかく、これまで
日産自動車に部品を供給してきた系列企業、特に中小企業、零細企業はこれ
まで経験しなかった厳しい競争にさらされ、極めて大きな打撃を受けるだろ
う。この中には、厳しい競争に耐え抜き、何とか生き残ろうとする企業と、
競争にうち勝つことをあきらめる企業が存在する。もちろん、これまでも親
会社の要求に応え、合理化に努力してきたが、これ以上の合理化は無理で、
泣く泣く日産自動車との取引をあきらめる企業もでてこよう。
　こうした事態を目の当たりにして、心情的には心も痛むし、「政策」的に
何とかならないものだろうか、と私個人は思うのであるが、経済学の理論面
を重視すれば、「仕方がない」と言わざるを得ない。
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＜経済学における企業の行動＞
　経済学では、企業は
・最も効率的に購入された生産要素を投入して、
・最適な技術で；全くムダが生じないように要素を組み合わせて、ムダのな
　いような方法で
モノを生産する主体であると仮定される。ここで、どれだけのモノを投入す
れば、どれだけのモノが作り出されるか、という関係は生産関数で表現され
る。最も効率的な生産関数のもとで、ある生産量とそのときの総生産費用と
の関係、例えば車を10万台つくったら、総額でいくら必要か、という関係を
示すのが費用関数である。日産自動車が手をこまねいていたわけではないに
せよ、従来の生産システムを変更するというのは、より望ましい生産関数、
費用関数を実現することであり、これまでよりも効率的な生産システムを実
現するものであると考えられる。
　一方、経済学の世界で企業は、利潤最大化行動をとると仮定されている。
つまり、
　　利潤；収入一費用
　　　　＝価格×販売量一費用の総額
で示される利潤を最大にするように、モノの値段と生産量を決定する。ただ
し、先に触れたとおり完全競争市場では、モノの値段は市場で決められて、
個々の企業は影響を及ぼすことができない。それゆえ、企業は「あらかじめ
与えられた価格のもとで、生産量のみを決定する」ことになる。
＜系列企業の行動と供給曲線＞
　さて、例えば日産自動車がある部品Aを購入しようしているとする。部品
Aは、日産系の会社はもちろん、トヨタ系の会社もホンダ系の会社も、外国
の会社もつくっている。もし日産自動車がこの部品にきわめて高い値段、例
えば10万円（その部品をつくっているすべての会社にとって非常に儲けが多
いといえる値段）をつけるとすれば、部品メーカーは皆一斉にその部品を生
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産し、販売しようとするだろう。あるいは、他の部品を生産しているメーカー
も、急遽当該部品の生産を開始し、日産自動車に販売しようとするかもしれ
ない（市場への参入）。
　次に、この部品にそれなりの値段、例えば5万円（その部品をつくってい
る会社のうち、それなりに効率的な生産を行っている企業にとっては儲けが
得られるといえる値段）をつけるとすれば、部品メーカーのうち、何社かは
日産自動車への販売をあきらめるだろう。場合によっては、その部品の生産
そのものを断念するかもしれない（市場からの退出）。
　最後に、この部品にきわめて安い値段、例えば2万円（その部品をつくっ
ている会社のうち、最も効率的な生産を行っている企業のみが、なんとかやっ
ていけるくらいの値段）をつけるとしよう。この場合、この部品をつくり、
日産自動車に販売することができるのは、2万円という額に見合う費用で生
産可能な会社のみになり、多くの会社は生産・販売を断念せざるを得ないだ
ろう。
　以上のことをもう少し一般的に言えば、ある製品の生産量は、値段が高け
れば高いほど多くなり、値段が低ければ低いほど、少なくなる、ということ
であり、ある値段でどれだけの量が生産されるかの関係を示す物が「供給関
数」である。
図4－3　供給曲線
あるモノ
の値段
P円
供給曲線
　　1　匿　　I　　I　一　　■　　■　　■　　■　　■　　　O　　　　　q個　　　供給される量
例えばあるモノの値段がp円であれば、q個作られる
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　もし、日産自動車がこれまでの生産システムとは異なる「部品の世界最適
調達」を目指し、少しでも安い値段で部品を購入しようとするのであれば、
取引のあったすべての系列企業が提示された値段に対応できるわけでなく、
相当数の企業が日産と取引を続けるか、断念するかの判断に悩むことになる
だろう。血のしぼるような努力をして、日産自動車の要求に対応するにせよ、
泣く泣く日産自動車との取引をあきらめるにせよ、部品メーカーにとっては、
かなりシビアな選択であることは間違いない。日産自動車の生産システムが
これまで通り機能しつづければ、系列企業はこんなにもシビアな選択に直面
しなかっただろう。しかしながら、経済学における企業の行動からすれば、
むしろこれまでのシステムの方が不思議だったのかもしれない。
注
　（1）
　（2）
　（3）
　（4）
　（5）
?????????
週刊ダイヤモンド98年7月11日、p．4参照。
日経ビジネス98年9月7日、p，4参照。
日経ビジネス　98年9月7日　pp．21－34参照。
日経ビジネス　98年4月20日　p．6参照。
例えば、日経ビジネス1998年4月20日　「デフレ悪循環病）に侵され
た日本、週刊ダイヤモンド　98年6月13日　「間違いだらけのデフレ
対策」等参照。
スティグリッツ入門経済学pp．30－31
日経ビジネス1998年7月20日p。21参照
平成9年2月期　www．7．1L801．com／profile／gaiyou．参照
日経ビジネス　1998年7月20日　pp．21－25参照
日経ビジネス98年7月20日　p．22
例えば、山本・山田［1998］参照。
エコノミスト1996年10月29日p．52
日経新聞5月29日
週刊ダイヤモンド　98年5月30日号p。18
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⑯
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（19
㈲
日産自動車株式会社調査部［19831pp。52－53参照。
白沢［1979］pp．39－46参照。
白沢［1979］pp．47－49参照。
日経新聞社編［1997］p．124参照。
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日経ベンチャー　98年7月
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